
 

 

 

 

 

 

 

 死が近づいた時期に行うケアは、自分自身や先輩スタッフなどの経験に基づいて

行うことが多くないでしょうか。患者さんへのケアはもちろん、ご家族の不安などに

どう対応すればよいか悩んだことはありませんか。 

テーマは、「人生の最期を迎える患者と家族のケア」について知ることの研修です。 

 今回、「死が近づいた時期によく見られる身体的徴候と症状、必要なケア」「患者と

家族の価値観を尊重するためのケア」「看取りにおける家族へのケア」などをお話し

しますので、知識・技術をブラッシュアップして、患者さんと家族に、より良いケア

を提供しましょう。 

高齢者に携わる介護職、看護職の方や関わりをもつ方には是非知っておいていた

だきたい研修となっています。この機会に、是非参加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 準備の都合上、別紙参加者名簿を令和５年９月１４日までに事務局あて FAX 等

にて提出をお願いします。 

 

 

１． 日時： 令和５年９月２１日（木）午後７時～午後８時３０分 

２． 会場： ひだか病院 診療管理棟 ３Ｆ講堂 

３． 演題： 「看取り」 

      ～人生の最期を迎える患者と家族のケア～ 

講師： 御坊市外五ヶ町病院経営事務組合 ひだか病院  

       緩和ケア認定看護師 勢力 佳寿美 氏 
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